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この本は、哲学と医療の両方の観点から生と死について考えていく本です。ま

た、患者と医師のやり取りを通して「どう人と向き合うか」を自然に考えさせ

てくれるのが魅力です。

203

イン・ザ・

メガチャーナ
朝井リョウ

この本は、「大きな組織や集団の中で、人がどう考え、どう動くのか」を描い

た小説です。推しがいる人ほど、自分の気持ちを考えさせられるので、ぜひ読

んでみてください。
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また、同じ夢を

見ていた
住野よる

主人公の小柳奈ノ花が「幸せとは何か」という問いに向き合い、成⾧していく

姿を描いています。奈ノ花は、小学5年生の大人びた女の子。その賢さゆえ

に、学校では孤立しがち。そんな彼女が、学校外で出会う不思議な大人たちと

の交流を通して、人生の幸せを見つける物語。
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語学の天才まで

一億光年
高野秀行

世界各地の辺境を旅しながら、現地の言語を実践で身につけていく話で、「語

学」を勉強ではなく生きるための道具として捉える点が魅力。
205

日本海軍

失敗の本質
戸高一成

この本は、なぜ太平洋戦争で日本海軍が敗れたのかを深堀する本です。この本

の見どころとして、海軍の元士官など、当事者から聞いたことをもとに製作さ

れているため、当時の日本海軍の様相が正確に分かる所です。
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汝、星の如く 凪良ゆう

愛媛県が舞台の島で、家族や周囲の環境で悩みを抱える男女二人の物語です。

愛とは何か、普通とは何か、互いに支え合う中で次々に問題が起こります。冒

頭の言葉がとても印象的です。ぜひ読んでみてください。
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